




































































第 3には，磁気バブル素子をメモリ以外の装置に応用する問題を取り上げている O 従来，図形回転
機能をもっバブル装置などが提案されているが，メモリ以外の磁気バブル応用装置に関する研究は断
片的である。本論文では，磁気バブル素子の記憶機能，論理機能 2次元性，一様制御性などを考慮
して，磁気バブル素子に適した装置の機能およびその構成法のいくつかを示している O これらは，磁
気バブル応用の新しい方向を示すものとして重要な意義があるものと思われる O
以上のように，本論文は磁気バブル論理と記憶方式に関する基本的かっ実際的問題についてかなり
の研究成果をあげており，電子工学および情報工学に寄与するところが大である O よって，博士論文
として価{直あるものと言忍める。
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